
研究構想図                

学校教育目標 

「心豊かな子 進んで学ぶ子 健康な子」 

研究主題  

 

 

 

 

 

 

目指す児童像            

 

 

研究の視点と手立て                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ICTを使用してお互いの動きを見合う  ①意図的なグルーピングによる活動     ②感謝の気持ちを伝えるプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点３ 

「認め合う」環境づくり 
お互いを認め合って学ぶため

の環境の工夫 
 

手立て① 認め合うための

掲示物づくり 

 手立て② 認め合うための

場づくり 

「自他のよさを認め、よりよい人間関係を築くことができる児童の育成」 
～協働的な学びを通して、児童が自分の変容を実感できる体育・道徳指導の研究～ 

○学ぶ意欲をもち、進んで学習に取り組む子 
○互いに認め合って活動する子 
○自分のめあてをもち、努力する子 

 

視点１ 

「わかる」・「できる」・「考
える」ための授業づくり 

自分の変容を実感する工夫 

 
手立て① ICTの活用 

手立て② 振り返る場、時間の

充実 

視点２ 

「認め合う」授業づくり 
協働的な活動を通して、認め

合い高め合う工夫 

 

手立て① 学習形態の工夫 

 手立て② 教師の声掛けの

工夫 



専門部の活動 

☆授業研究部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆環境整備部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆調査統計部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆人権教育部 
 

 

 

 

 

 

人権コーナー 

 人権標語や

人権作文を掲

示しました。 

階段掲示 

 ふわふわ

言葉を５０

音で掲示し

ました。 

ワークシート 

 低・中・高のブ

ロックごとに形

式を作成し、実態

に応じた振り返

りができるよう

にしました。 

上小スタンダード  

誰もが体育の授

業をできるよう

に、一連の流れと

活動の際の留意点

を作成しました。 

技能の研究シート  

指導前に児童の

「つまずき」を予想

し、教師が的確な声

掛けができるよう

にしました。 

技能調査 

 児童の体育の

技能について、指

導の参考になる

ような申し送り

事項を作成しま

した。 

アンケート 

 児童の変容を

見るために作成

しました。主に体

育についてアン

ケートを取りま

した。 

用具の整備 

 視覚的に動

きを捉えられ

るように、体

育の用具の整

備を行いまし

た。 


